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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の解像度のうち任意に設定した解像度で表示が可能な表示装置の解像度を所望の解
像度に切り替えるときに、供給された第１クロック信号、第１同期信号及び画像信号に応
答して、前記表示装置に第２クロック信号、第２同期信号及び画像信号を供給する回路に
、トリガーとして同期信号を供給して、前記回路の第２クロック信号の周波数を切り替え
後の表示装置の解像度に適合した周波数に切り替える表示方法であって、
　前記回路への前記第１同期信号の供給を停止し、前記回路から前記表示装置への前記第
２同期信号の供給を停止する第１のステップと、
　前記回路の前記第２クロック信号の周波数を、前記表示装置の切り替え後の解像度に適
合する周波数に切り替えるための設定を行う第２のステップと、
　前記第１同期信号のブランク期間よりも短い周期の擬似同期信号を生成して前記回路に
供給して、前記第２クロック信号の周波数を切り替えるための設定を有効にする第３のス
テップと、
　前記表示装置の解像度を、前記所望の解像度に切り替える第４のステップと、
　前記擬似同期信号を前記回路に供給した後に、前記擬似同期信号の供給を停止し、前記
回路への前記第１同期信号の供給を再開し、前記回路から前記表示装置への前記第２同期
信号の供給を再開する第５のステップと
　を含むことを特徴とする表示方法。
【請求項２】
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　前記第２のステップと、第３のステップと、第４のステップと、第５のステップとを、
前記表示装置の解像度を切り替える前の前記第１同期信号のブランク期間内に実行する、
　ことを特徴とする請求項１に記載の表示方法。
【請求項３】
　第３のステップは、前記擬似同期信号を１周期分供給する、
　ことを特徴とする請求項１に記載の表示方法。
【請求項４】
　前記擬似同期信号の１周期は、周波数を切り替えた後の前記第２クロック信号が安定す
るのに要する時間よりも長い、
　ことを特徴とする請求項１に記載の表示方法。
【請求項５】
　前記第１同期信号及び前記擬似同期信号は垂直同期信号であり、
　前記擬似同期信号として垂直同期信号が供給されることにより、前記回路の前記第２ク
ロック信号の周波数を、前記表示装置の切り替え後の解像度に適合した周波数に切り替え
るための設定が有効にされ、
　前記第２のステップと、第３のステップと、第４のステップと、第５のステップとを、
解像度を切り替える前の前記第１同期信号である垂直同期信号のブランク期間内に実行す
る、
　ことを特徴とする請求項１に記載の表示方法。
【請求項６】
　前記回路には、画像信号として三原色の色信号が並列に供給され、
　前記回路は、供給された前記三原色の色信号を各原色の色信号毎に直列信号に変換する
パラレル－シリアル変換を行い、変換した画像信号を前記表示装置に供給し、
　前記回路は、前記擬似同期信号として供給された垂直同期信号により前記第２クロック
信号の周波数を切り替えるための設定が有効にされると、前記表示装置の切り替え後の解
像度に適合した周波数の前記第２クロック信号を、前記第１同期信号として供給された垂
直同期信号に同期して、前記表示装置に供給するパラレル－シリアル変換回路である、
　ことを特徴とする請求項１に記載の表示方法。
【請求項７】
　複数の解像度のうち任意に設定した解像度で表示が可能な表示デバイスの解像度を所望
の解像度に切り替えるときに、供給された第１クロック信号、第１同期信号及び画像信号
に応答して、前記表示デバイスに第２クロック信号、第２同期信号及び画像信号を供給す
る回路に、トリガーとして同期信号を供給して、前記回路の第２クロック信号の周波数を
前記表示デバイスの切り替え後の解像度に適合した周波数に切り替える表示システムであ
って、
　前記第１同期信号の供給を停止し、その供給停止期間中に、前記第１同期信号のブラン
ク期間よりも短い周期の擬似同期信号を生成して、生成した前記擬似同期信号を前記回路
へ供給し、その後、前記擬似同期信号の供給を停止し、前記第１同期信号と画像信号の供
給を再開する表示コントローラと、
　前記表示コントローラから画像信号及びトリガーとして前記第１同期信号が供給され、
前記第１同期信号により前記第２同期信号の周波数の切り換えの設定が有効にされ、前記
表示デバイスの切り替え後の解像度に適合する周波数の前記第２クロック信号を、前記表
示コントローラから供給された前記画像信号及び前記第２同期信号と共に前記表示デバイ
スへ供給する回路と、
　前記表示コントローラの制御を行い、かつ、前記回路の前記第２クロック信号の周波数
の設定を、前記表示デバイスの切り替え後の解像度に適合するように切り替えると共に、
前記表示デバイスの解像度を、所望の解像度に切り替える制御部と
　を有することを特徴とする表示システム。
【請求項８】
　前記回路には、画像信号として三原色の色信号が並列に供給され、
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　前記回路は、供給された前記三原色の色信号を各原色の色信号毎に直列信号に変換する
パラレル－シリアル変換を行い、変換した画像信号を前記表示デバイスへ供給し、
　前記回路は、供給された前記第１同期信号により前記第２クロック信号を切り替えるた
めの設定が有効にされると、前記表示デバイスの切り替え後の解像度に適合した周波数の
前記第２クロック信号を前記表示デバイスに供給するパラレル－シリアル変換回路である
、
　ことを特徴とする請求項７に記載の表示システム。
【請求項９】
　前記表示デバイスは、第１の解像度と、前記第１の解像度の画素サイズを縦方向及び横
方向に共に２倍に拡大した解像度である第２の解像度と、のうち、任意に設定された一方
の解像度で、供給された画像信号が示す画像を表示し、
　前記制御部は、アプリケーションからの指示により画像を前記表示デバイスに表示させ
、前記第１の解像度で画像を表示しているときに、アプリケーションから前記第２の解像
度で画像を表示する指示を受けた場合に、前記表示コントローラに対して、前記第１同期
信号の供給停止と前記擬似同期信号の生成及び供給と、を行わせるよう制御する、
　ことを特徴とする請求項７に記載の表示システム。
【請求項１０】
　前記第１同期信号の供給の停止、前記第２クロック信号の周波数の切り替えの設定、前
記擬似同期信号の供給による前記第２クロック信号の周波数の設定の有効化、前記第１同
期信号の供給の再開、を、直前まで前記回路に供給されていた前記第１同期信号のブラン
ク期間に対応するタイミングで実行する、
　ことを特徴とする請求項７に記載の表示システム。
【請求項１１】
　前記表示コントローラは、前記擬似同期信号を１周期分供給する、
　ことを特徴とする請求項７に記載の表示システム。
【請求項１２】
　前記擬似同期信号の１周期は、前記擬似同期信号の供給により周波数の切り替えの設定
が有効にされた前記第２クロック信号が安定するまでに要する時間よりも長い、
　ことを特徴とする請求項７に記載の表示システム。
【請求項１３】
　前記第１同期信号及び前記擬似同期信号は垂直同期信号であり、
　前記擬似同期信号として供給される垂直同期信号により、前記回路の前記第２クロック
信号の周波数を、前記表示デバイスの切り替え後の解像度に適合した周波数に切り替える
ための設定が有効にされる、
　ことを特徴とする請求項７に記載の表示システム。
【請求項１４】
　電子メール送受信機能及び相手端末との間の音声通信機能とを少なくとも備え、各種画
像、記号、文字を、複数の解像度のうち任意に設定した解像度で表示が可能な表示装置に
て表示する携帯通信端末であって、
　第１クロック信号、第１同期信号及び画像信号を供給する表示コントローラと、
　前記表示コントローラから供給された第１クロック信号、第１同期信号及び画像信号に
応答して、前記表示装置に、第２クロック信号、第２同期信号及び画像信号を供給する回
路と、
　前記表示コントローラ及び前記回路を制御する制御手段と、
　を有し、
　前記表示コントローラは、前記表示装置の解像度を所望の解像度に切り替えるときに、
前記回路に前記第１同期信号として供給する垂直同期信号のブランク期間内でその垂直同
期信号の供給を停止し、その供給停止期間中に、前記第１同期信号として供給する垂直同
期信号のブランク期間よりも短い周期の垂直同期信号である擬似同期信号を生成して前記
回路に供給し、その後、前記疑似同期信号の供給を停止し、前記第１同期信号として垂直
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同期信号と切り換え後の解像度に対応した画像信号を出力し、
　前記回路は、前記表示コントローラから前記擬似同期信号として供給された垂直同期信
号により前記第２クロック信号の周波数の設定の切り替えが有効にされ、切り替え後の前
記第２クロック信号を、供給された画像信号及び前記第２同期信号と共に前記表示装置へ
供給し、
　前記制御手段は、前記表示コントローラを制御し、かつ、前記回路の前記第２クロック
信号の周波数を、前記表示装置の切り替え後の解像度に適合する周波数に設定すると共に
、前記表示装置の解像度を、所望の解像度に切り替える、
　ことを特徴とする携帯通信端末。
【請求項１５】
　前記回路には、画像信号として三原色の色信号が並列に供給され、
　前記回路は、前記三原色の色信号を各原色の色信号毎に直列信号に変換するパラレル－
シリアル変換を行い、変換した画像信号を前記表示装置に供給し、
　前記回路は、前記擬似同期信号として供給された垂直同期信号により前記第２クロック
信号の周波数を切り替えるための設定が有効にされると、前記表示装置の切り替え後の解
像度に適合した周波数の前記第２クロック信号を、前記第１同期信号として供給された垂
直同期信号に同期して、前記表示装置に供給するパラレル－シリアル変換回路である、
　ことを特徴とする請求項１４に記載の携帯通信端末。
【請求項１６】
　前記表示装置は、第１の解像度と、前記第１の解像度の画素サイズを縦方向及び横方向
に共に２倍に拡大した解像度である第２の解像度と、のうち、任意に設定された一方の解
像度で、供給された画像信号が示す画像の表示を行う表示装置であり、
　前記制御手段は、アプリケーションからの指示により画像を前記表示装置に表示させ、
前記第１の解像度で画像を表示しているときに、アプリケーションから前記第２の解像度
で画像を表示する指示を受けた場合に、前記表示コントローラに対して、前記第１同期信
号の供給停止と前記擬似同期信号の生成及び供給と、を行わせるよう制御する、
　ことを特徴とする請求項１４に記載の携帯通信端末。
【請求項１７】
　表示装置の解像度の変更に対応する機能を有する表示コントローラであって、
　前記表示装置の解像度の切り替えを指示する信号に応答して、従前の表示状態における
ブランク期間中において、同期信号の供給を一旦停止し、その供給停止期間中に、前記同
期信号のブランク期間よりも短い周期の擬似同期信号を供給し、その後、前記表示装置の
切り替え後の解像度に適合した同期信号と、画像信号と、
　を供給する表示コントローラ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、拡大表示機能を有する表示装置の表示を動的に切り替える表示方法、表示シ
ステム、携帯通信端末、及び表示コントローラに関する。
【背景技術】
【０００２】
　大画面化、高解像度化、及び低消費電力化の要請に応える携帯電話機として、ＶＧＡサ
イズ（６４０ｘ４８０画素）のＬＣＤパネルを搭載する携帯電話機がある。この携帯電話
機が備える制御部は、ＶＧＡサイズ（６４０ｘ４８０画素）用の表示データに基づいて画
像をＬＣＤパネル全体に表示するＶＧＡモードと、ＱＶＧＡサイズ（３２０ｘ２４０画素
）用の表示データに基づいて画像をＬＣＤパネル全体に表示するＱＶＧＡモードのいずれ
かのモードを選択することにより、選択したモードの解像度でＬＣＤパネルに画像を表示
させる。
【０００３】
　ＱＶＧＡモードでは、１つの表示データに基づいて画像が表示される領域（画素数）は
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、ＶＧＡモードの４倍（縦方向及び横方向共に２倍）になる。このため、ＱＶＧＡモード
は、４倍拡大モードともいわれる。
【０００４】
　ＶＧＡモードでは、ＱＶＧＡモードの４倍の表示データを要する。従って、ＶＧＡモー
ドでは、ＬＣＤパネルを駆動するドライバや、ＬＣＤパネルやドライバを制御する中央処
理装置（ＣＰＵ）の処理負荷や消費電力が大きくなる。このため、高い解像度を必要とす
る場合はＶＧＡモード、高い解像度が必要でない場合、すなわちＶＧＡモードの効果がユ
ーザに体感できない場合はＱＶＧＡモードにそれぞれモードを切り替えて使用することが
望ましい。以下に、選択したモードの解像度でＬＣＤパネルに画像を表示させる第１の従
来の携帯電話機、及び、第２の従来の携帯電話機について説明する。
【０００５】
　第１の従来の携帯電話機は、供給されたシリアルデータに対応する画像を指定されたモ
ードの解像度で表示するＬＣＤパネルと、供給されたパラレルデータをシリアルデータに
変換してＬＣＤパネルに供給するパラレル／シリアル変換回路と、供給されたデータを指
定されたモードの解像度に対応するパラレルデータに変換し、パラレル／シリアル変換回
路に供給するＬＣＤコントローラと、ＬＣＤコントローラにデータを供給し、ＬＣＤパネ
ルとパラレル／シリアル変換回路とＬＣＤコントローラとにモードを指定する信号を供給
する制御部と、を備える。
【０００６】
　パラレル／シリアル変換回路は、ＬＣＤコントローラとＬＣＤパネル間の信号線の本数
を少なくするために設けられている。パラレル／シリアル変換回路は、モードの切り替え
を指示してから切り替えが完了するまで１ＶＢｌａｎｋ（１フレーム周期）の時間を要す
る。
【０００７】
　また、第２の従来の携帯電話機は、パラレル／シリアル変換回路がない点を除き、基本
的には第１の従来の携帯電話機と同様の構成である。具体的には、第２の従来の携帯電話
機は、供給されたデータに対応する画像を指定されたモードの解像度で表示するＬＣＤパ
ネルと、供給されたデータを指定されたモードの解像度に対応するデータに変換し、ＬＣ
Ｄパネルに供給するＬＣＤコントローラと、ＬＣＤコントローラにデータを供給し、ＬＣ
ＤパネルとＬＣＤコントローラとにモードを指定する信号を供給する制御部と、を備える
。
【０００８】
　ただし、第２の従来の携帯電話機が備えるＬＣＤコントローラは、第１の従来の携帯電
話機が備えるＬＣＤコントローラとは異なり、モードの切り替えを指示してから切り替え
が完了するまで１ＶＢｌａｎｋの時間を要する回路を有する。
【０００９】
　第１の従来の携帯電話機、及び、第２の従来の携帯電話機は、モードを切り替える際、
ＬＣＤパネルに供給するデータとモードを指定する信号とを同時に切り替えないと、デー
タとモードの対応がとれないためにＬＣＤパネルの画面がちらつく。しかし、上述したよ
うに、パラレル／シリアル変換回路又はＬＣＤコントローラにモードの切り替えを指示し
てから切り替えが完了するまでに時間を要するため、ＬＣＤパネルに供給するデータを切
り替えるタイミングと、ＬＣＤパネルに供給するモードを指定する信号を切り替えるタイ
ミングとがずれることによりＬＣＤパネルの画面がちらついてしまう。
【００１０】
　かかる問題を解消するため、第１の従来の携帯電話機は、例えば、図５のフローチャー
トに示す液晶表示処理を行う。なお、第２の従来の携帯電話機が行う液晶表示処理は、図
５のフローチャートにおいて、パラレル／シリアル変換回路の設定を変更（ステップＳ１
０３）を省略し、１周期待ち設定を反映（ステップＳ１０４）をＬＣＤコントローラをＱ
ＶＧＡモードに変更（ステップＳ１０６）の後に移動させた処理となる。ここでは、重複
記載を避けるため、第１の従来の携帯電話機が行う液晶表示処理のみを説明する。
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【００１１】
　制御部は、ＬＣＤパネルにＶＧＡモードで画像を表示させる（ステップＳ１０１）。次
に、制御部は、モードの切り替え中に画面がちらつかないようにＬＣＤパネルの表示をオ
フ（ＯＦＦ）する（ステップＳ１０２）。
【００１２】
　次に、制御部は、パラレル／シリアル変換回路の設定をＱＶＧＡモードの設定に変更す
るように指示する（ステップＳ１０３）。そして、制御部は、パラレル／シリアル変換回
路の設定の変更が完了するまで１周期（１ＶＢｌａｎｋ期間）待ち、設定を反映させる（
ステップＳ１０４）。
【００１３】
　次に、制御部は、ＬＣＤパネルをＱＶＧＡモードに変更する（ステップＳ１０５）。ま
た、制御部は、ＬＣＤコントローラをＱＶＧＡモードに変更する（ステップＳ１０６）。
【００１４】
　次に、制御部は、ＬＣＤパネルの表示をオン（ＯＮ）する（ステップＳ１０７）。そし
て、制御部は、ＬＣＤパネルにＱＶＧＡモードで表示を再開させる（ステップＳ１０８）
。制御部は、ステップＳ１０３～Ｓ１０６でモードを切り替える間、ＬＣＤパネルの画面
をオフする（黒画面にする）ため、画面のちらつきを防止することができる。
【００１５】
　また、特許文献１には、第１の従来の携帯電話機、及び、第２の従来の携帯電話機とは
別の方法により、画面のちらつきを防止する液晶表示装置が開示されている。特許文献１
に開示された液晶表示装置は、複数の走査電極と複数の信号電極との交点に規定された各
画素毎にスイッチング素子を設け、第１の駆動回路によって走査電極を順次に選択する走
査動作を行いつつ、第２の駆動回路から信号電極を介して、選択された走査電極に対応す
る画素にスイッチング素子を介して映像信号を供給する。走査動作を特定のフレーム期間
停止することにより、その停止期間においては停止前のフレームの映像を表示する。この
ため、フレームメモリを用いることなく、乱れた映像が画面に現れない液晶表示装置を実
現できる。
【００１６】
　更に、特許文献２には、第１の従来の携帯電話機、第２の従来の携帯電話機及び特許文
献１に開示された液晶表示装置とは別の方法により、画面のちらつきを防止する表示装置
が開示されている。特許文献２に開示された表示装置は、通常消電モードと低消電モード
のモードの切り替えを行う。通常消電モードでは表示用コントローラから供給された表示
データを液晶表示素子に表示し、低消電モードでは表示用コントローラから供給された表
示データをメモリに保持した後、表示用コントローラを停止し、メモリに保持された表示
データを液晶表示素子に表示する。そして、通常消電モードと低消電モードの切り替え時
に液晶表示素子の表示を停止するちらつき防止回路を設けている。
【００１７】
【特許文献１】特開２００２－２４４６１０号公報
【特許文献２】特許第２９４１４０９号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１８】
　第１の従来の携帯電話機は、パラレル／シリアル変換回路のモードを切り替えるために
、１ＶＢｌａｎｋの時間を要する。また、第２の従来の携帯電話機は、ＬＣＤコントロー
ラのモードを切り替えるために１ＶＢｌａｎｋの時間を要する。このため、いずれの携帯
電話機においても、画面のちらつきを防止するため一時的に画面をオフにして黒画面とし
た状態でモードを切り替える必要があった。しかし、一時的に画面が黒画面となるために
、ユーザに不快感を与えていた。
【００１９】
　また、特許文献１に開示された液晶表示装置は、ＬＣＤパネルのゲートドライバやタイ
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ミングジェネレータに表示データを保持するための特殊な構成や機能を備える必要があり
、回路の複雑化を招いていた。また、特許文献２に開示された表示装置は、ＬＣＤパネル
に表示データを保持するためのメモリを用意する必要があり、回路規模の増大やコストの
上昇を招いていた。
【００２０】
　同様の問題は、ＬＣＤパネルに限定されず、ＥＬ表示パネル、プラズマディプレイパネ
ル等、表示モードを切り換えることができる表示装置全般に存在する。
【００２１】
　本発明の目的は、表示装置の表示モードの切り替え時に、ちらつきや黒画面の表示を防
止することにある。
　また、本発明の他の目的は、表示装置の表示モードの切り替え時でも、高い品質の画像
を表示することである。
【課題を解決するための手段】
【００２２】
　上記の目的を達成するため、第１の発明の表示方法は、
　複数の解像度のうち任意に設定した解像度で表示が可能な表示装置の解像度を所望の解
像度に切り替えるときに、供給された第１クロック信号、第１同期信号及び画像信号に応
答して、前記表示装置に第２クロック信号、第２同期信号及び画像信号を供給する回路に
、トリガーとして同期信号を供給して、前記回路の第２クロック信号の周波数を切り替え
後の表示装置の解像度に適合した周波数に切り替える表示方法であって、
　前記回路への前記第１同期信号の供給を停止し、前記回路から前記表示装置への前記第
２同期信号の供給を停止する第１のステップと、
　前記回路の前記第２クロック信号の周波数を、前記表示装置の切り替え後の解像度に適
合する周波数に切り替えるための設定を行う第２のステップと、
　前記第１同期信号のブランク期間よりも短い周期の擬似同期信号を生成して前記回路に
供給して、前記第２クロック信号の周波数を切り替えるための設定を有効にする第３のス
テップと、
　前記表示装置の解像度を、前記所望の解像度に切り替える第４のステップと、
　前記擬似同期信号を前記回路に供給した後に、前記擬似同期信号の供給を停止し、前記
回路への前記第１同期信号の供給を再開し、前記回路から前記表示装置への前記第２同期
信号の供給を再開する第５のステップと
　を含む。
【００２３】

　例えば、前記第２のステップと、第３のステップと、第４のステップと、第５のステッ
プとを、前記表示装置の解像度を切り替える前の前記第１同期信号のブランク期間（同期
信号がそのまま出力されつづけていたと仮定すれば、ブランク期間となっていた期間）内
に実行する。
【００２４】
例えば、第３のステップは、前記擬似同期信号を１周期分出力する。
【００２５】
　例えば、前記擬似同期信号の１周期は、周波数を切り替えた後の前記第２クロック信号
が安定するのに要する時間よりも長いことが望ましい。
【００２６】
　例えば、前記第１同期信号及び前記擬似同期信号は垂直同期信号であり、前記擬似同期
信号として垂直同期信号が供給されることにより、前記回路の前記第２クロック信号の周
波数を、前記表示装置の切り替え後の解像度に適合した周波数に切り替えるための設定が
有効にされ、前記第２のステップと、第３のステップと、第４のステップと、第５のステ
ップとを、解像度を切り替える前の前記第１同期信号である垂直同期信号のブランク期間
内に実行する。
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【００２７】
　例えば、前記回路には、画像信号として三原色の色信号が並列に供給され、前記回路は
、供給された前記三原色の色信号を各原色の色信号毎に直列信号に変換するパラレル－シ
リアル変換を行い、変換した画像信号を前記表示装置に供給し、前記回路は、前記擬似同
期信号として供給された垂直同期信号により前記第２クロック信号の周波数を切り替える
ための設定が有効にされると、前記表示装置の切り替え後の解像度に適合した周波数の前
記第２クロック信号を、前記第１同期信号として供給された垂直同期信号に同期して、前
記表示装置に供給するパラレル－シリアル変換回路である。
【００２８】
　また、上記の目的を達成するため、第２の発明は、
　複数の解像度のうち任意に設定した解像度で表示が可能な表示デバイスの解像度を所望
の解像度に切り替えるときに、供給された第１クロック信号、第１同期信号及び画像信号
に応答して、前記表示デバイスに第２クロック信号、第２同期信号及び画像信号を供給す
る回路に、トリガーとして同期信号を供給して、前記回路の第２クロック信号の周波数を
前記表示デバイスの切り替え後の解像度に適合した周波数に切り替える表示システムであ
って、
　前記第１同期信号の供給を停止し、その供給停止期間中に、前記第１同期信号のブラン
ク期間よりも短い周期の擬似同期信号を生成して、生成した前記擬似同期信号を前記回路
へ供給し、その後、前記擬似同期信号の供給を停止し、前記第１同期信号と画像信号の供
給を再開する表示コントローラと、
　前記表示コントローラから画像信号及びトリガーとして前記第１同期信号が供給され、
前記第１同期信号により前記第２同期信号の周波数の切り換えの設定が有効にされ、前記
表示デバイスの切り替え後の解像度に適合する周波数の前記第２クロック信号を、前記表
示コントローラから供給された前記画像信号及び前記第２同期信号と共に前記表示デバイ
スへ供給する回路と、
　前記表示コントローラの制御を行い、かつ、前記回路の前記第２クロック信号の周波数
の設定を、前記表示デバイスの切り替え後の解像度に適合するように切り替えると共に、
前記表示デバイスの解像度を、所望の解像度に切り替える制御部と
　を有する。
【００２９】
　例えば、前記回路には、画像信号として三原色の色信号が並列に供給され、前記回路は
、供給された前記三原色の色信号を各原色の色信号毎に直列信号に変換するパラレル－シ
リアル変換を行い、変換した画像信号を前記表示デバイスへ供給し、前記回路は、供給さ
れた前記第１同期信号により前記第２クロック信号を切り替えるための設定が有効にされ
ると、前記表示デバイスの切り替え後の解像度に適合した周波数の前記第２クロック信号
を前記表示デバイスに供給するパラレル－シリアル変換回路である。
【００３０】
　例えば、前記表示デバイスは、第１の解像度と、前記第１の解像度の画素サイズを縦方
向及び横方向に共に２倍に拡大した解像度である第２の解像度と、のうち、任意に設定さ
れた一方の解像度で、供給された画像信号が示す画像を表示し、前記制御部は、アプリケ
ーションからの指示により画像を前記表示デバイスに表示させ、前記第１の解像度で画像
を表示しているときに、アプリケーションから前記第２の解像度で画像を表示する指示を
受けた場合に、前記表示コントローラに対して、前記第１同期信号の供給停止と前記擬似
同期信号の生成及び供給と、を行わせるよう制御する。
【００３１】
　例えば、前記第１同期信号の供給の停止、前記第２クロック信号の周波数の切り替えの
設定、前記擬似同期信号の供給による前記第２クロック信号の周波数の設定の有効化、前
記第１同期信号の供給の再開、を、直前まで前記回路に供給されていた前記第１同期信号
のブランク期間に対応するタイミングで実行する。
【００３２】
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　前記表示コントローラは、例えば、前記擬似同期信号を１周期分出力する。
【００３３】
　前記擬似同期信号の１周期は、前記擬似同期信号の供給により周波数の切り替えの設定
が有効にされた前記第２クロック信号が安定するまでに要する時間よりも長いことが望ま
しい。
【００３４】
　例えば、前記第１同期信号及び前記擬似同期信号は垂直同期信号であり、前記擬似同期
信号として供給される垂直同期信号により、前記回路の前記第２クロック信号の周波数を
、前記表示デバイスの切り替え後の解像度に適合した周波数に切り替えるための設定が有
効にされる。
【００３５】
　また、上記の目的を達成するため、第３の発明は、
　電子メール送受信機能及び相手端末との間の音声通信機能とを少なくとも備え、各種画
像、記号、文字を、複数の解像度のうち任意に設定した解像度で表示が可能な表示装置に
て表示する携帯通信端末であって、
　第１クロック信号、第１同期信号及び画像信号を供給する表示コントローラと、
　前記表示コントローラから供給された第１クロック信号、第１同期信号及び画像信号に
応答して、前記表示装置に、第２クロック信号、第２同期信号及び画像信号を供給する回
路と、
　前記表示コントローラ及び前記回路を制御する制御手段と、
　を有し、
　前記表示コントローラは、前記表示装置の解像度を所望の解像度に切り替えるときに、
前記回路に前記第１同期信号として供給する垂直同期信号のブランク期間内でその垂直同
期信号の供給を停止し、その供給停止期間中に、前記第１同期信号として供給する垂直同
期信号のブランク期間よりも短い周期の垂直同期信号である擬似同期信号を生成して前記
回路に供給し、その後、前記疑似同期信号の供給を停止し、前記第１同期信号として垂直
同期信号と切り換え後の解像度に対応した画像信号を出力し、
　前記回路は、前記表示コントローラから前記擬似同期信号として供給された垂直同期信
号により前記第２クロック信号の周波数の設定の切り替えが有効にされ、切り替え後の前
記第２クロック信号を、供給された画像信号及び前記第２同期信号と共に前記表示装置へ
供給し、
　前記制御手段は、前記表示コントローラを制御し、かつ、前記回路の前記第２クロック
信号の周波数を、前記表示装置の切り替え後の解像度に適合する周波数に設定すると共に
、前記表示装置の解像度を、所望の解像度に切り替える。
【００３６】
　例えば、前記回路には、画像信号として三原色の色信号が並列に供給され、前記回路は
、前記三原色の色信号を各原色の色信号毎に直列信号に変換するパラレル－シリアル変換
を行い、変換した画像信号を前記表示装置に供給し、前記回路は、前記擬似同期信号とし
て供給された垂直同期信号により前記第２クロック信号の周波数を切り替えるための設定
が有効にされると、前記表示装置の切り替え後の解像度に適合した周波数の前記第２クロ
ック信号を、前記第１同期信号として供給された垂直同期信号に同期して、前記表示装置
に供給するパラレル－シリアル変換回路である。
【００３７】
　前記表示装置は、第１の解像度と、前記第１の解像度の画素サイズを縦方向及び横方向
に共に２倍に拡大した解像度である第２の解像度と、のうち、任意に設定された一方の解
像度で、供給された画像信号が示す画像の表示を行う表示装置であり、前記制御手段は、
アプリケーションからの指示により画像を前記表示装置に表示させ、前記第１の解像度で
画像を表示しているときに、アプリケーションから前記第２の解像度で画像を表示する指
示を受けた場合に、前記表示コントローラに対して、前記第１同期信号の供給停止と前記
擬似同期信号の生成及び供給と、を行わせるよう制御する。
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【００３８】
　また、この発明の第４の観点にかかる表示コントローラは、表示装置の解像度の変更に
対応する機能を有する表示コントローラであって、
　前記表示装置の解像度の切り替えを指示する信号に応答して、従前の表示状態における
ブランク期間中において、同期信号の供給を一旦停止し、その供給停止期間中に、前記同
期信号のブランク期間よりも短い周期の擬似同期信号を供給し、その後、前記表示装置の
切り替え後の解像度に適合した同期信号と、画像信号と、を供給する。
【発明の効果】
【００３９】
　本発明によれば、表示モードの切り替え時に、表示の劣化を抑えることができる。
【図面の簡単な説明】
【００４０】
【図１】本発明の一実施形態に係る携帯電話機のブロック図である。
【図２】図１に示す携帯電話機の液晶表示処理の一例を示すフローチャートである。
【図３】図１に示す携帯電話機の要部を説明するための図である。
【図４】同期信号切り替え方法の詳細説明図である。
【図５】従来の液晶表示処理を示すフローチャートである。
【符号の説明】
【００４１】
　１　制御部
　２　入力部
　３　記憶部
　４　音声入力部
　５　音声処理部
　６　信号処理部
　７　無線部
　８　アンテナ
　９　音声出力部
　１０　ＬＣＤコントローラ
　１１　パラレル／シリアル変換回路
　１２　ＬＣＤパネル
　１３　クロックジェネレータ
【発明を実施するための最良の形態】
【００４２】
　次に、本発明の実施形態の携帯電話機について図面を参照して説明する。
　本実施形態では通信装置の一例として携帯電話機を採用する。携帯電話機１００は、表
示部として液晶表示パネル（ＬＣＤパネル）を有し、このＬＣＤパネルの表示方法に特徴
がある。図１は、本発明の一実施形態に係る携帯電話機１００のブロック図である。
【００４３】
　携帯電話機１００は、制御部１と、入力部２と、記憶部３と、音声入力部４と、音声処
理部５と、信号処理部６と、無線部７と、音声出力部９と、ＬＣＤコントローラ１０と、
パラレル／シリアル変換回路１１と、ＬＣＤパネル１２と、から構成される。
　制御部１は、携帯電話機内の各部を統括的に制御するものであり、ＣＰＵ（Central Pr
ocessing Unit）等から構成される。
　入力部２は、文字や記号等の各種情報を入力したり、動作の制御入力を行うための各種
キーを備える。
　記憶部３は、プログラムや電話帳データなどを記憶する。
　音声入力部４は、送話音声を収音し、音声信号を音声処理部５に出力する。
　音声処理部５は、音声入力部４から入力された音声信号や音声出力部９に出力する音声
信号を処理する。
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　信号処理部６は、送信信号及び受信信号の信号処理を行う。
無線部７は、アンテナ８を介して最寄りの基地局（図示せず）との間で無線通信を行う。
　音声出力部９は、スピーカ等を備え、受話した音声などを発音する。
　ＬＣＤコントローラ１０は、接続されるＬＣＤパネル１２に合わせて解像度、同期信号
を任意に変えてＬＣＤパネル１２をコントロールする。
　ＬＣＤパネル１２は、表示画面に配置された物理的な画素数は固定であるが、解像度（
入力されるデータの数）の変更が可能で、それに合わせた拡大表示機能を有し、各種画像
を表示する。
　パラレル／シリアル変換回路（以下、「パラシリ変換回路」と記す）１１は、信号線の
本数を減らす目的などのため、ＬＣＤコントローラ１０とＬＣＤパネル１２との間に配置
され、ＬＣＤコントローラ１０からの複数の入力信号線から供給された並列入力信号を直
列信号に変換してＬＣＤパネル１２に出力する。パラシリ変換回路１１は制御部１からの
制御に基づいて、表示モードの切換に応じて同期信号の出力／出力停止、クロック信号（
転送クロック）の周波数切換時の設定などが可能である。
【００４４】
　携帯電話機１００は、発信時には入力部２から入力されたダイヤル番号に対応した信号
、着信時には所定の着信応答操作信号を制御部１に入力する。これらの入力信号に応答し
て、制御部１は、信号処理部６、無線部７及びアンテナ８を介して図示しない最寄りの基
地局に信号を無線で送信し、更にその基地局から公衆網などを介して相手端末との間で所
定のシーケンスに従って、通話路を確立する。
【００４５】
　通話路が確立した後、相手端末からの通話信号は、公衆網及び基地局を介してアンテナ
８で受信され、更に無線部７で受信処理される。その後、信号処理部６で受話音声信号に
変換され、更に音声処理部５を介して音声出力部９に供給され、ここで電気－音響変換さ
れて受話音声として発音される。一方、送話音声は、音声入力部４により音響－電気変換
されて送話音声信号となり、音声処理部５及び信号処理部６を経由して無線部７に供給さ
れる。送話音声は、所定の周波数帯の送信信号とされた後、アンテナ８を介して基地局へ
無線送信され、更に基地局から公衆網などを介して相手端末へ送信される。
【００４６】
　また、制御部１は、入力部２から入力された文字データからなるメール文を、信号処理
部６で所定フォーマットの信号に変換する。さらに、制御部１は、変換した所定フォーマ
ットのメール文を、無線部７及びアンテナ８を介して基地局へ無線送信する。基地局は、
このメール文を公衆網などを介して図示しないメールサーバなどに送信する。また、無線
部７は、基地局から無線送信された自分宛の電子メールを、アンテナ８を介して受信して
処理し、更に信号処理部６を経由して制御部１に供給する。
【００４７】
　制御部１はこの受信メール文に対応した文字データをＬＣＤコントローラ１０に供給す
る。なお、メール送信時には送信メール文の文字データがＬＣＤコントローラ１０にも供
給される。また、メール文の文字データだけでなく、入力部２から入力された記号又は画
像のデータもＬＣＤコントローラ１０に供給される。更に、入力部２からの入力指示に従
い、制御部１が記憶部３の記憶データを用いて生成した文字や画像データもＬＣＤコント
ローラ１０に供給される。
【００４８】
　ＬＣＤコントローラ１０は入力データに対応して赤（Ｒ）、緑（Ｇ）、青（Ｂ）の三原
色の色信号をそれぞれ発生して並列に出力する。ここで、三原色の色信号をそのままＬＣ
Ｄコントローラ１０からＬＣＤパネル１２にパラレルに供給することも可能である。しか
し、ＬＣＤコントローラ１０から並列出力される三原色の色信号は、例えば、Ｒ信号が５
ビット、Ｇ信号が６ビット、Ｂ信号が５ビットで各１ビット１本の信号線で伝送される。
このため、これら三原色の色信号の伝送には１６本の信号線が必要となり、更にこれに加
えてブランク信号、クロック（転送クロック）、ＧＮＤ信号などを伝送するために３～５
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本の信号線が必要となり、信号線の数が多くなってしまう。
【００４９】
　これらの信号線は、携帯電話機のヒンジ部内を通るので、実装上、本数が少ない方が有
利である。このため、パラシリ変換回路１１は、信号線の本数を減らすべく、ＬＣＤコン
トローラ１０から並列に出力された三原色の色信号を、直列信号に変換する。より詳細に
は、パラシリ変換回路１１は、入力されたＲ信号、Ｇ信号、Ｂ信号をそれぞれ１ビットず
つの直列信号に変換し、変換した直列信号を入力時の６倍のクロック（転送クロック）ス
ピードでＬＣＤパネル１２に出力する。なお、パラシリ変換回路１１からＬＣＤパネル１
２へ出力する三原色信号の信号線は、クロック（転送クロック）のスピード（周波数）が
６倍に上がるため、ノイズに弱くなる。このため、三原色信号の信号線は、差動信号（正
負逆にした信号）を並送させるべくツイストペア線としているので、各原色信号２本ずつ
、計６本で伝送する。
【００５０】
　ＬＣＤパネル１２は、パラシリ変換回路１１から直列に供給された三原色信号を、内蔵
のシリアル／パラレル変換回路で再び並列信号に変換する。そして、ＬＣＤパネル１２は
、垂直ドライバ（ロードライバ）、水平ドライバ（コラムドライバ）により、マトリクス
状に配列された複数の画素のそれぞれを駆動して、入力データに対応した文字や画像を表
示する。
【００５１】
　以下では、携帯電話機１００が、ＶＧＡサイズ（物理的に６４０ｘ４８０画素）のＬＣ
Ｄパネル１２が表示モード（解像度）として、ＶＧＡサイズ（６４０ｘ４８０画素）用の
表示データに基づいて画像を表示するＶＧＡモードと、ＱＶＧＡサイズ（３２０ｘ２４０
画素）用の表示データに基づいて画像を表示するＱＶＧＡモード（４倍拡大モード）とを
備えているものとして説明する。なお、ＬＣＤパネル１２のサイズや、各モードの解像度
はこれに限定されるものではない。具体的には、６９０ｘ４８０画素、８００ｘ４８０画
素、８５４ｘ４８０画素など様々なサイズの表示パネルを使用でき、これに対応して様々
な解像度のモードを用意することができる。
【００５２】
　次に、ＬＣＤ１２の表示モードの変更に関連する要部の構成と動作について、図２乃至
図４を参照して説明する。前述したように、携帯電話機１００は、ＬＣＤコントローラ１
０、パラシリ変換回路１１及びＬＣＤパネル１２からなる液晶表示部の表示方法及び構成
に特徴があるので、この表示方法について詳細に説明する。
【００５３】
　ＬＣＤコントローラ１０には、クロックジェネレータ１３から基本クロック信号φが供
給され、垂直同期信号、水平同期信号等の各種信号を生成するための複数のカウンタ１０
１等を備える。各カウンタ１０１のカウント値等は、制御部１からの制御信号により適宜
設定可能である。このため、ＬＣＤコントローラ１０は、例えば、垂直同期信号であれば
、制御部１１が設定した任意のパルス幅で任意の周期の垂直同期信号を出力可能である。
【００５４】
　パラレル／シリアル変換回路１１は、クロックジェネレータ１３から基本クロック信号
φが供給され、転送クロックを生成するためのカウンタ１１１等を備える。パラレル／シ
リアル変換回路１１は、制御部１からのモード指示信号により動作モードを切り換える。
パラレル／シリアル変換回路１１は、転送クロックに関しては、制御部１によるカウンタ
１１１への設定（パラメータ）が、ＬＣＤコントローラ１０からの垂直同期信号の立ち上
がりに応答して有効化され、新たな動作モードがセットされ、新たな動作モードに対応す
る周波数の転送クロックを出力する。
【００５５】
　制御部１は、ＬＣＤコントローラ１０，パラレル／シリアル変換回路１１，等に制御及
びパラメータ設定用の信号を供給する。また、制御部１は、基本クロックφによりＬＣＤ
コントローラ１０，パラレル／シリアル変換回路１１に同期して動作すると共に，ＬＣＤ
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コントローラ１０が出力する同期信号等をモニタしており、動作タイミングを調整する。
【００５６】
　図２に示すフローチャートは、携帯電話機１００のアプリケーションを、ＶＧＡモード
で画像を表示するアプリケーションからＱＶＧＡモードで画像を表示するアプリケーショ
ンに切り替えるときの液晶表示部の表示処理を示す。なお、フルブラウザなどの文字や画
像が一画面内に多く存在するアプリケーション、待ち受け画面や動画再生など、画素数が
増えると画像が綺麗に見えるアプリケーションなど、消費電力、ソフトウェアの開発工数
節約の観点からＶＧＡ化のメリットがあるアプリケーションはＶＧＡモードで画像を表示
する。一方、ポップアップ画面や画面上段にある電池アイコンやアンテナアイコンなど、
一時的に表示されるものや、容易に認識できる簡略的な図を表示するアプリケーションは
、ＱＶＧＡモードで画像を表示する。
【００５７】
　制御部１は、まず、ＶＧＡモードでＬＣＤパネル１２の表示を行う（ステップＳ１）。
具体的には、制御部１は、表示モードとしてＶＧＡモードを指示するモード指示信号をＬ
ＣＤコントローラ１０、パラシリ変換回路１１及びＬＣＤパネル１２に供給することによ
り、各部をＶＧＡモードで動作させる。
【００５８】
　このＶＧＡモードでＬＣＤパネル１２の表示を行っている状態においては、ＬＣＤコン
トローラ１０は、パラシリ変換回路１１を通して、ＬＣＤパネル１２に図４（Ａ）に示す
ような垂直同期信号（垂直ブランキング信号）ＶＢｌａｎｋや、図示せぬ水平同期信号な
どを供給している。図４（Ａ）において、ハイレベルの期間が垂直ブランク期間（非表示
期間）Ｔ１であり、それ以外のローレベル期間が表示期間Ｔ２であり、両者の和の期間Ｔ
０が１垂直期間（１フレーム周期）である。
【００５９】
　ここで、ＶＧＡモードでＬＣＤパネル１２の表示を行っている状態において、ユーザが
ＱＶＧＡモード（４倍拡大モード）でＬＣＤパネル１２の表示を行うアプリケーション（
例えば、メニュー画面など）に切り替えると、制御部１は、表示モードを切り替える処理
を開始する。
　まず、制御部１は、ＬＣＤコントローラ１０に、垂直同期信号の出力の停止を指示する
垂直同期信号ディスエイブル信号をＬＣＤコントローラ１０に出力する（ステップＳ２）
。
　まず、制御部１が垂直同期信号ディスエイブル信号を出力するタイミングは任意である
が、例えば、垂直同期信号の出力に同期して、或いは、垂直同期信号が出力される直前（
表示期間の後半）などが望ましい。
　これにより、図４（Ａ）に示す垂直ブランク期間（非表示期間）Ｔ１が開始しても、Ｌ
ＣＤコントローラ１０は、垂直同期信号（ハイレベルパルス）を出力しない。従って、Ｌ
ＣＤパネル１２にも、垂直同期信号は供給されなくなる。
【００６０】
　なお、垂直ブランク期間（非表示期間）Ｔ１では、表示される画像に関するＲ，Ｇ，Ｂ
の三原色信号はＬＣＤコントローラ１０から出力されず、またステップＳ２で垂直同期信
号出力を停止しても、ＬＣＤパネル１２は、信号待ちの状態でそれまでの表示を続ける。
【００６１】
　続いて、制御部１は、ＬＣＤコントローラ１０を制御し、垂直同期信号の周期が可能な
限り短くするようにパラメータを設定する（ステップＳ３）。
　続いて、パラシリ変換回路１１から出力されるクロックのクロックスピードを変更後の
モードに合致したスピードに変更のための設定を行う（ステップＳ４）。続いて、制御部
１は、ＬＣＤコントローラ１０に、垂直同期信号イネーブル信号を出力する（ステップＳ
５）。
　この垂直同期信号イネーブル信号に応答して、ＬＣＤコントローラ１０は、図４（Ｂ）
に示す本来の１周期Ｔ０よりもかなり小さな周期Ｔ１１の擬似垂直同期信号２０を発生す
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る。
　ＬＣＤコントローラ１０は、この擬似垂直同期信号２０により、内部の所定の回路部を
トリガーし、さらに、擬似垂直同期信号２０をパラシリ変換回路１１に供給する。
【００６２】
　一方、パラシリ変換回路１１の内部回路のうち、垂直同期信号でトリガーされることで
所定の動作を行う回路（所謂１ＶＢｌａｎｋ期間（１フレーム周期）待たなければならな
い回路）は、この擬似垂直同期信号２０により、トリガーされる。これにより、クロック
スピード（周波数）を変更するための設定が有効となる（すなわち、１フレーム周期待ち
設定を反映する。）（ステップＳ６）。
【００６３】
　なお、上記の小さな１周期Ｔ１１の期間は、変更設定後のクロックスピードのクロック
信号が安定状態となる期間以上の期間に設定されている。具体的には、カウンタ１１１の
動作パラメータが設定されてから出力するクロックの周期が安定するまでに要する時間よ
り長い時間に設定されている。
【００６４】
　続いて、制御部１は、ＬＣＤコントローラ１０に、垂直同期信号の出力の停止を指示す
る垂直同期信号ディスエイブル信号をＬＣＤコントローラ１０に出力する（ステップＳ７
）。
　続いて、制御部１は、ＬＣＤコントローラ１０を制御し、垂直同期信号の周期を通常の
周期Ｔ０とするようにパラメータを設定する（ステップＳ８）。
　続いて、制御部１はＬＣＤパネル１２の動作モードをＱＶＧＡモードに変更する（ステ
ップＳ９）。このモード変更により、ＬＣＤコントローラ１０は、自己の動作モードを、
ＱＶＧＡモードに変更して、ＱＶＧＡモードの所定の周波数のクロック信号（ピクセルク
ロック）、表示する画像に関するＲ，Ｇ，Ｂの三原色信号の出力を開始する（ステップＳ
１０）。
【００６５】
　続いて、制御部１は、ＬＣＤコントローラ１０に、垂直同期信号イネーブル信号を出力
する（ステップＳ１１）。
　これにより、ＬＣＤコントローラ１０は、擬似垂直同期信号２０に、続いて、続いて図
４（Ｂ）に示すように、通常の周期Ｔ０の垂直同期信号を出力する。以後、図４（Ａ）に
示す本来の周期Ｔ０の垂直同期信号を出力し、パラシリ変換回路１１からは垂直同期信号
に同期したクロック信号が出力される。これにより、ＬＣＤパネル１２はＱＶＧＡモード
で表示を行う（ステップＳ１２）。
【００６６】
　このように、本実施の形態によれば、１ＶＢｌａｎｋ期間（１フレーム周期）待たなけ
ればならないパラシリ変換回路１１のため、設定待ちを行うが、この期間は小さな１周期
Ｔ１１であり、非表示期間Ｔ１に比べて十分に短い。その後、ステップＳ７～Ｓ１０で通
常のＱＶＧＡモードの設定を行い、同期信号出力を開始する（ステップＳ１１）。従って
、ＬＣＤパネル１２の表示をオフにすることなく表示状態を保持したまま、また、画面の
ちらつきや黒画面を発生させることなく、解像度を切り替えることができる。これにより
、ユーザに不快感を与えることなく、解像度アップによるユーザへのインパクト、メリッ
トを十分に実現することができる。
【００６７】
　なお、ステップＳ２で、垂直同期信号をディスエイブルするタイミングは、任意である
が、垂直ブランク期間の開始と同時又は若干早いタイミングが望ましい。
【００６８】
　なお、本発明は以上の実施の形態に限定されるものではなく、例えば、表示解像度はＱ
ＶＧＡとＶＧＡに限らず、他の解像度（例えば、６４０×４８０、６９０×４８０、８０
０×４８０、８５４×４８０、１０２４×７６０等々）も可能である。また、以上の実施
の形態では１ＶＢｌａｎｋ待ちが必要な回路として、パラシリ変換回路１１について説明



(15) JP 5146318 B2 2013.2.20

10

20

30

したが、本発明は他の１フレーム周期単位で切り替わる色補正回路など、その他の１ＶＢ
ｌａｎｋ待ちが必要な回路のすべてに適用可能である。
【００６９】
　また、例えば、上記説明においては、擬似垂直同期信号２０を出力した後の、垂直同期
パルスの１周期を通常の一周期としたが、例えば、擬似垂直同期信号２０を出力した後の
、垂直同期パルスの１周期の期間をＴ０－Ｔ１１、その次から、垂直同期パルスの周期を
通常のＴ０としてもよい。
【００７０】
　上記実施形態においては、理解を容易にするため、同期信号や転送パルスをカウンタが
基本クロックφをカウントすることにより、出力する例を示した。ただし、同期パルスや
クロックパルスを他の構成、例えば、論理回路により生成してもよい。回路の実現手法は
任意である。
【００７１】
　また、上記実施形態においては、表示モードを切り換えることができるＬＣＤを例にこ
の発明を説明したが、本発明は任意の表示装置及び表示システムに提供可能である。例え
ば、プラズマディスプレイ装置、エレクトロルミネッセンス（ＥＬ）表示装置、等にも適
用可能である。即ち、同期信号がトリガーとなって、転送クロックの周波数の設定（パラ
メータ）を有効にするタイプの回路を使用する場合には、広く適用可能である。
【００７２】
　同様に図２に示した回路の設定手順等も適宜変更可能である。擬似同期パルスの周期も
、垂直ブランキング期間（従前の垂直同期信号がそのまま出力されていれば、ブランキン
グ期間となるタイミング）中に設定処理を完了できるならば、適宜設定可能である。
【００７３】
　本発明は、上記の実施形態で用いた携帯電話機以外に、複数の通信手段が選択可能なＰ
ＨＳ（Personal Handyphone System）、ＰＤＡ（Personal Digital Assistants）等の携
帯端末装置にも適用可能である。また、複数の通信手段が選択可能な固定電話装置、パー
ソナルコンピュータ等にも適用可能である。
【００７４】
　以上、実施形態を参照して本願発明を説明したが、本願発明には上記実施形態に限定さ
れるものではない。本願発明の構成や詳細には、本願発明のスコープ内で当業者が理解し
得る様々な変更をすることができる。
【００７５】
　この出願は、２００６年９月２７日に出願された日本出願特願２００６－２６１７０８
を基礎とする優先権を主張し、その開示の全てをここに取り込む。
【産業上の利用可能性】
【００７６】
　本発明は、表示モードを切り換える機能を有する表示装置を用いる種々の装置及び方法
に利用可能である。
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